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概要

　本研究は，生命保険会社の死亡リスクを資本市場に移転させる証券化とその証券化商品であ

る死亡リスク債券の価格付けについて取り扱ったものである．2003年12月にSwissReが実

施した死亡リスクの証券化を参考に，証券化モデルおよび死亡リスクの原因となる死亡数の確

率過程モデルを定式化し，その確率過程とオプション理論を用いて，死亡リスク債券に内包す

る定期保険を原資産とする派生資産のストップロス再保険について，無裁定理論価格モデルを

提案した．
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